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　七戸町成人式が１月８日、七戸中央公民館で開催され、対

象者239人のうち144人の新成人が出席し、社会人として新た

な一歩を踏み出しました。 

　会場は、色鮮やかな振り袖や袴、スーツに身を包んだ新成

人の晴れやかな笑顔であふれていました。 

 

詳細は、裏表紙（16ページ）をご覧ください。 
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年末年始の帰省客を温かくお出迎え   

 

交通安全の願いを込めて餅つき大会 

 

 

第62回県中学スキー大会 
　七戸中２年大池唯華選手　回転競技初制覇！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　七戸地区交通安全協会（酒井美代志会長）は１月

11日、城南児童館で交通安全もちつき大会を開催し、

七戸小・城南小の児童と保護者など約100人が参加

しました。 

　児童たちは、お巡りさんから交通安全についての

話を聞いた後、餅つきに挑戦。保護者と一緒に「よ

いしょ、よいしょ」と声を掛けながら大きなきねを

振っていました。 

　続いて、交通安全の願いを込めながら、３色のお

餅で繭玉を作り、ミズキの枝に飾り付け、つきたて

の餅は雑煮やお汁粉にして味わいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　七戸町観光協会（米内山隆会長）と七戸物産協会

（宮沢公生会長）は12月29日から１月４日まで、七

戸十和田駅で帰省客などに、甘酒やお雑煮を振る舞

いました。 

　これは、ふるさと青森に帰省した人たちを温かく

出迎え、見送ろうと両協会が企画したものです。 

　帰省客らは、温かい飲み物を受け取り、一息つい

てから、駅を後にしていました。 

　また、１月３日には、上

川目神楽保存会が獅子舞（門

打ち）を行い、今年１年の

五穀豊穣や無病息災を祈願

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

　第62回青森県中学校体育大会冬季スキー競技大会が１月13日

から15日の３日間、大鰐町の大鰐温泉スキー場で開催され、七

戸中学校２年の大池唯華選手が大会最終目の女子スラローム競

技で並みいる強豪を抑え、見事初優勝を飾りました。 

　前日のジャイアントスラローム競技では、トップと0.1秒差で

惜しくも２位となったことから「最終日は優勝しか狙っていなかっ

た。転倒のリスクは恐れずとにかく攻めた」と振り返る大池選手。

１本目は２位に１秒以上の差をつけラップを奪取。２本目もリー

ドを守り、県大会回転競技の頂点を極めました。 

　来る２月１日から４日までみやぎ蔵王えぼしスキー場で開催

される第49回全国中学校スキー大会では「来年度の県選手出場

枠を確保できるよう、県代表として上位入賞を目指すとともに、

失敗を恐れず攻めの気持ちを忘れずチャレンジしたい」と抱負

を語ってくれました。 

 

ゆうか 

（写真：東奥日報社提供） 



 

 

 

 

　七戸町消防団（金見一雄団長）は１月15日、町道

運動公園線と天間林体育館で出初め式を行いました。 

　式には、13分団から団員246人が参加。団員は小

又町長から観閲を受けた後、猛吹雪の中、気迫のこ

もった分列行進を披露しました。 

　続いて、天間林体育館で行われた式事では、小又

町長が「心身を鍛練し、盤石の防災体制の堅持をお

願いします」と団員を激励。 

　また、金見団長が「緊急時の備えを万全にして、

安全で住みよいまちづくりのため努力してほしい」

と訓辞を述べ、団員は今年１年の防災活動に向け、

気を引き締めていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　七戸中学校（小川和俊校長）の91年卒業生有志は

１月19日、同校へ道案内看板を寄贈し、有志代表の

宮澤一史さんと中川賢次郎さんが小川校長へ報告に

訪れました。 

　この寄付金は、平成22年８月に開催された同窓会

で協力を呼びかけたもの。同窓会参加者約80人が快

く協力してくれました。 

　宮澤さんが「初めて七中を訪れる人が、道に迷っ

てしまうという話しを聞き、案内看板の寄贈を決め

ました」と話すと、小川校長は「卒業生が母校を大

切に思う気持ちは、在校生にも伝わるはず。何年たっ

ても学校を思い出してもらえる事はうれしい」と話

していました。 

　案内看板は校門前など学校周辺と盛庄酒造店向か

いに合計４枚設置されています。 

 

災害に備え、万全を誓う 
　　　　　　 七戸町消防団出初め式 

　 

 

七戸中学校91年卒業生が母校に案内看板を寄贈 

 

 

「願いかなう絵馬の町しちのへ」パワースポット紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

七 戸 天 満 宮 
 

　七戸天満宮は学問の神様として知られる菅原道真の神

像を祭り、学業成就を祈願する神社として地元住民らに

古くから親しまれています。地元町内会の川友会では、

毎年受験合格祈願祭を行っています。 
 

・ご縁日 1月25日（旧暦）　・御利益 学業成就、合格祈願 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 七戸天満宮の縁日のお知らせ 

 
 

日　時　２月12日（日） 

　　　　午前９時～午後３時 

内　容　・合格パン、甘酒を無料で振る

　　　　　舞います。 

　　　　・御守（400円）、絵馬（500円）

　　　　　など準備しています。 
 

　詳しくは、携帯ホームページ 

　（http://k2.fc2.com/ 

　cgi-bin/hp.cgi/ 

　tobiume/）でも 

　ご覧になれます。 
 

問合せ先　石田呉服店　☎62－2312

あなたの願い事を 
絵馬に書いて奉納してみませんか？ 
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町では、次により町営住宅入居者の募集を行います。 
☆募 集 住 宅　①長下団地５－１号　②長下団地６－１号（住所）七戸町字中野105番地３ 

　　　　　　　　・建設年度　平成15年度　　・間　　取　木造平屋建（１棟２戸長屋）１ＬＤＫ（９・13） 

　　　　　　　　・家　　賃　約12,300円～18,300円（所得により個人差あり） 

☆募 集 期 間　２月６日（月）～17日（金）　午前８時15分～午後５時（土・日・祝日除く） 

☆入居予定日　平成24年３月上旬～中旬予定 

☆敷　　　金　入居家賃３ヶ月分 

☆選 考 方 法　選考委員会にて審査のうえ決定します。（なお、公開抽選により決定する場合もあります。） 

☆入居者資格及び入居申し込み方法　詳しくは、事前に建設課にお問い合わせください。 

☆必 要 書 類　１） 印鑑 

　　　　　　　２） 世帯全員分の住民票（謄本） 

　　　　　　　　　・町民課または支所庶務課にて申請してください。 

　　　　　　　３）平成23年度所得・課税証明書・収入証明書 

　　　　　　　　　・税務課または支所庶務課にて申請してください。 

　　　　　　　　　・所得が無くても18歳以上の方（主婦・無職等）は、必要です。 

 

○申込み・問合せ先　建設課　☎62－6244 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～毎年の飼養羽数の報告（定期報告）が 
義務付けに！！～ 

　平成22年11月以降の国内における高病原性鳥イ

ンフルエンザの発生等を踏まえ、家畜伝染病予防

法が改正されました。これによって、鶏等の飼養

者は、２月１日現在の飼養羽数を、毎年、県知事

あてに報告することが義務付けとなりました。 

　飼養している鶏等に万が一、高病原性鳥インフ

ルエンザが発生した場合、移動制限の発令による

卵の出荷制限等により、養鶏産業に大きな被害を

及ぼすことが懸念されますので、防鳥ネットの設

置等適正な管理に努められるとともに、「定期報告」

について、次のとおり報告書の提出をお願いします。 

 

【定期報告】 

報告対象者　鶏（青森シャモロック、比内鶏、烏骨鶏、

　　　　　　軍鶏、チャボ、声良、金八などを含む）、 

　　　　　　あひる、うずら、きじ、ほろほろ鳥、七 

　　　　　　面鳥、だちょうの所有者 

報 告 方 法　「定期報告書」の様式及び提出先につ

　　　　　　いては、十和田家畜保健衛生所または、

　　　　　　七戸町農林課にお問い合わせください。 

報告期日　平成24年以降、毎年３月31日まで 

問合 せ 先 

　上北地域県民局地域農林水産部 

　　　　　十和田家畜保健衛生所　☎23－6235 
　　〒034－0093　十和田市西十二番町19番23号 

　七戸町農林課（畜産係）☎68－2116 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国民年金保険料の納付は、口座振替がおトクです】 
　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用

になれます。 

　口座振替をご利用されますと、保険料が自動的

に引き落とされるので金融機関などに行く手間が

省けるうえ、納め忘れもなくとても便利です。 

　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に

引き落とさせていただくことにより月々50円割引

される早割制度や、現金納付よりも割引額が多い

６か月前納・１年前納もあり、大変お得です。 

　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、

通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金

融機関または年金事務所へお申し出ください。 

 

 
 

２月の移動年金相談日 

２月22日（水）　午前10時から午後３時 
野辺地町中央公民館 

 

　年金相談は完全予約制になっています。予約を

忘れずに。 

 

○予約及び問合せ先 

青森年金事務所　☎017－734－7498 
町　　民　　課　☎68－2115 
庶　　務　　課　☎62－2111 
 

町営住宅入居者募集！！ 町営住宅入居者募集！！ 

国民年金からのお知らせ 国民年金からのお知らせ 鶏等小規模（百羽未満）所有者の皆さまへ 鶏等小規模（百羽未満）所有者の皆さまへ 
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e-Taxをご利用いただくメリット 

　①自宅のパソコンからインターネットで申告でき

　　ます。

　　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナ

　　ー」から電子申告ができます。 

　②最高4,000円の税額控除が受けられます。

　　（平成23年分）

　　過去に同控除を受けられた方を除きます。 

　③添付書類の提出を省略できます。

　　医療費の領収書や源泉徴収票などの内容を入力

　　することで、添付書類の提出が不要になります。

　　（※ご自身で３年間保管する必要があります。） 

　④還付金がスピーディー

　　３週間程度で還付金が戻ります。 

　⑤３月15日（木）まで24時間申告が可能です。
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
e-Taxを利用するには、電子証明書が格納された

住基カードとICカードリーダライタなどが必要です。 

 

※詳しくは、e-Taxホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）

　をご覧ください。 

 

申告書作成会場を開設します  
　パソコンを利用して所得税、個人事業者の消

費税や贈与税などの申告書作成をサポートします。 

期　間　２月１日（水）～３月15日（木） 

　　　　午前９時～午後５時 

　　　　（土・日・祝日を除く） 

場　所　十和田奥入瀬合同庁舎１階 

 

 

　指定農業機械を使用中の事故に対する国の補償制度です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○問合せ先　七戸町農業委員会　☎68－2967 
 

 
 
 

確定申告書の作成・提出はe-Taxをご利用ください 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○問合せ先　十和田税務署　☎23－3151 ※音声案内で「２」を選択 

 
 

１．対　　　　象　指定農業機械作業従事者として特別加入が認められた者が、「七戸町農業機械利用組合」

　　　　　　　　　に会員登録をして加入できます。また、保険料は所得控除の対象となります。 

２．保 障 期 間　４月１日～翌年３月31日（１年更新）。 

３．指定農業機械　◆動力耕運機　◆農業用トラクター（作業機含む）　◆動力溝堀機　◆自走式田植機 

　　　　　　　　　◆自走式スピードスプレイヤー、その他自走式防除機　◆トラック、その他自走式運搬用機械 

　　　　　　　　　◆自走式動力刈取機、コンバイン、その他自走式収穫用機械　◆動力揚水機 

　　　　　　　　　◆動力せん定機　◆動力カッター　◆動力摘採機　◆動力脱穀機　◆携帯式動力草刈機 

４．補償額、年間保険料、補償内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．七戸町農業機械利用組合費　一世帯当り年額500円 

６．補償例　●給付基礎日額6,000円の加入者が負傷で13日休業して治療した場合 

　　　　　　　①保険料　10,950円　　②補　償　･治療費全額給付　･休業補償(10日) 48,000円 

　　　　　　●給付基礎日額10,000円の加入者が負傷で23日休業して治療した場合 

　　　　　　　①保険料　18,250円　　②補　償　･治療費全額給付　･休業補償(20日) 160,000円 
 

　加入を希望する方は、３月26日（月）までに農業委員会へ申し込みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 

 

 

 

 

 

 

 

給付基礎日額 
20,000円 
18,000円 
16,000円 
14,000円 
12,000円 
10,000円 
9,000円 
8,000円 
7,000円 
6,000円 
5,000円 
4,000円 
3,500円 

補償日額 
16,000円 
14,400円 
12,800円 
11,200円 
9,600円 
8,000円 
7,200円 
6,400円 
5,600円 
4,800円 
4,000円 
3,200円 
2,800円 

保険料(1人) 
36,500円 
32,850円 
29,200円 
25,550円 
21,900円 
18,250円 
16,425円 
14,600円 
12,775円 
10,950円 
9,125円 
7,300円 
6,385円 

補償内容 

1. 療養補償給付　労災保険指定病院で全額無料の治療が受けられる。 

2. 休 業 補 償　休業(入院)した４日目から給付基礎額の80%が支給

　　　　　　　　される。 

3. 障害補償給付　ケガの後に障害が残った時に補償金が支給される。 

4. 障害補償年金　療養開始後１年たっても治らない時に支給される。 

5. 遺族補償給付　遺族に年金又は一時金が支給される。 

6. 葬　祭　費　遺族に支給される。 

農 業 者 労 災 保 険 の 案 内 農 業 者 労 災 保 険 の 案 内 

十和田税務署からのお知らせ 十和田税務署からのお知らせ 
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い
。
町
の
活
性
化
に
積
極
的
な
方
々

は
応
援
し
て
い
き
た
い
。 

Ｑ
　
道
の
駅
の
試
食
が
無
く
な
っ
て
困
る
。 

Ａ
　
改
善
す
る
よ
う
指
導
す
る
。 

Ｑ
　
ご
み
の
分
別
が
徹
底
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
な
い
も
の
も
持
っ
て

行
っ
て
い
る
。 

Ａ
　
規
則
厳
守
を
徹
底
す
る
。 

Ｑ
　
役
場
職
員
の
対
応
が
良
く
な
い
。
人

に
よ
っ
て
対
応
を
変
え
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
。 

Ａ
　
謙
虚
に
反
省
し
、
職
員
に
指
導
す
る
。 

Ｑ
　
入
院
費
用
が
い
つ
も
よ
り
高
く
な
っ

て
い
た
の
で
電
話
で
確
認
し
た
が
、
き
ち

ん
と
対
応
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。 

Ａ
　
電
話
で
の
対
応
が
悪
く
申
し
訳
な
い
。

今
後
改
善
す
る
。 

Ｑ
　
奨
学
金
の
件
で
役
場
に
行
っ
た
が
担

当
者
が
い
な
い
と
言
わ
れ
、
何
回
か
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
担
当
者
が
い

な
い
と
き
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て

欲
し
い
。 

Ａ
　
改
め
て
指
導
す
る
。 

Ｑ
　
家
の
前
の
舗
装
に
段
差
が
あ
り
、
補

修
し
て
も
ら
っ
た
が
舗
装
の
仕
方
が
悪
い

の
で
は
な
い
か
？ 

Ａ
　
現
地
確
認
し
て
今
後
業
者
に
指
導
す
る
。 

Ｑ
　
つ
つ
じ
ま
つ
り
の
案
内
看
板
が
不
足

し
て
い
て
分
か
り
づ
ら
い
。 

Ａ
　
来
年
は
も
っ
と
分
か
り
や
す
い
形
で

案
内
す
る
。  

Ｑ
　
地
デ
ジ
の
リ
モ
コ
ン
の
操
作
方
法
が

難
し
い
の
で
、
説
明
会
を
開
い
て
も
ら
い

た
い
。 

Ａ
　
メ
ー
カ
ー
も
多
様
に
あ
る
の
で
対
応

し
き
れ
な
い
。
購
入
し
た
店
舗
に
相
談
し

て
欲
し
い
。 

Ｑ
　
柏
葉
館
の
駐
車
場
を
通
り
抜
け
す
る

車
が
多
い
。
禁
止
看
板
を
設
置
し
て
欲
し
い
。 

Ａ
　
調
査
を
し
て
、
危
険
で
あ
れ
ば
看
板

な
ど
で
対
応
し
た
い
。
運
転
手
に
気
を
付

け
て
も
ら
う
よ
う
広
報
で
呼
び
か
け
た
い
。 

Ｑ
　
野
焼
き
を
し
て
い
る
人
が
い
る
の
で

注
意
し
て
欲
し
い
。 

Ａ
　
調
査
し
て
、
注
意
す
る
。 

Ｑ
　
新
し
く
実
施
し
た
一
般
競
争
入
札
の

結
果
に
つ
い
て
の
見
解
を
教
え
て
欲
し
い
。 

Ａ
　
以
前
に
比
べ
て
競
争
性
は
確
保
さ
れ

た
と
感
じ
て
い
る
。 

Ｑ
　
南
部
縦
貫(

株)

へ
の
業
務
委
託
が
随

意
契
約
に
な
っ
て
い
る
が
、
競
争
入
札
に

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

Ａ
　
来
年
度
か
ら
見
直
す
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
た
だ
、
専
門
性
が
高
い
も
の
も
多

い
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
競
争
性
を
導
入

し
て
い
く
。 

Ｑ
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
っ
て
町
の
農
業
は
ど
う

な
る
と
考
え
て
い
る
か
。 

Ａ
　
具
体
的
に
は
こ
れ
か
ら
で
な
い
と
分

か
ら
な
い
。
今
後
の
動
き
に
注
意
し
て
い

き
た
い
。 

Ｑ
　
石
倉
山
の
展
望
駐
車
場
の
完
成
は
良

い
こ
と
だ
と
思
う
。
町
民
に
も
っ
と
周
知

す
る
べ
き
だ
と
思
う
。 

Ａ
　
以
前
か
ら
要
望
を
受
け
て
お
り
、
９

月
に
完
成
し
た
。
春
に
な
っ
た
ら
ぜ
ひ
行

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
広
報
等
で
周
知
す
る
。 

Ｑ
　
七
高
裏
の
自
分
の
土
地
に
除
雪
の
雪

が
置
か
れ
て
い
て
困
る
。
春
に
き
ち
ん
と

処
理
を
し
て
欲
し
い
。 

Ａ
　
現
地
確
認
し
、
対
応
す
る
。  

Ｑ
　
産
業
文
化
健
康
ま
つ
り
に
人
を
集
め

る
方
法
は
な
い
か
。 

Ａ
　
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
。 

Ｑ
　
町
道
へ
は
み
出
し
て
い
る
庭
木
に
対

応
し
て
欲
し
い
と
要
望
し
た
が
ど
の
よ
う

に
対
応
し
た
か
？ 

Ａ
　
地
権
者
に
お
願
い
し
、
処
理
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
今
後
、
管
理
に
つ
い
て
広

報
で
周
知
す
る
。 

Ｑ
　
電
気
バ
ス
に
「
十
鉄
」
の
表
記
が
さ

れ
て
い
て
紛
ら
わ
し
い
の
で
、
分
か
り
や

す
く
し
て
欲
し
い
。 

Ａ
　
バ
ス
の
運
行
上
必
要
で
表
示
し
て
い

る
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
と
分
か
り
や
す
い
表

示
を
す
る
よ
う
相
談
し
て
み
る
。 

 

町政座談会 町政座談会 

平
成
23
年
度 

町
政
座
談
会
が 

開
催
さ
れ
ま
し
た
（
続
編
） 

 

　
２
月
号
で
は
、
11
月
15
日
か
ら
18
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
後
半
４
会
場
の

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
な
お
、
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
要
点
の
み
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

（6） 平成24年（2012）2月号 



Ｑ
　
産
業
文
化
健
康
ま
つ
り
に
バ
ス
の
運

行
を
し
て
い
な
い
。
農
産
物
の
販
売
を
町

中
で
で
き
な
い
か
。 

Ａ
　
関
係
団
体
の
意
見
を
聞
い
て
、
来
年

に
活
か
す
よ
う
に
し
た
い
。 

           

 中
野
地
区 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 

Ｑ
　
除
雪
の
際
、
暗
渠
パ
イ
プ
が
折
れ
て

し
ま
い
、
水
が
抜
け
な
い
。
役
場
で
直
し

て
欲
し
い
。 

Ａ
　
現
地
確
認
し
て
対
応
す
る
。 

Ｑ
　
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
多
い
。
町
民
の

美
化
運
動
（
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
に
す

る
運
動
）
を
行
っ
て
欲
し
い
。 

Ａ
　
ポ
イ
捨
て
禁
止
等
に
つ
い
て
は
広
報

で
お
願
い
し
て
い
る
。
何
ら
か
の
行
動
を

起
こ
し
た
い
と
思
う
。 

Ｑ
　
バ
ラ
ま
つ
り
の
売
り
子
の
対
応
が
良

く
な
か
っ
た
。 

Ａ
　
職
員
に
指
導
し
て
良
い
対
応
を
心
掛

け
る
。 

Ｑ
　
献
血
に
役
場
職
員
の
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。
昼
休
み
以
外
の
時
間
に
来
ら
れ

な
い
か
。 

Ａ
　
職
員
に
周
知
し
、
協
力
す
る
よ
う
に

す
る
。 

Ｑ
　
広
報
に
載
っ
て
い
た
、
町
の
議
会
費

は
主
に
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
？ 

Ａ
　
大
半
が
議
員
の
報
酬
や
職
員
の
給
料

に
使
わ
れ
て
い
る
。 

Ｑ
　
新
幹
線
駅
北
口
か
ら
向
中
野
ま
で
の

道
路
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。 

Ａ
　
現
在
、
費
用
対
効
果
を
調
査
し
て
い

る
。
結
果
を
見
て
検
討
す
る
。 

Ｑ
　
も
え
っ
こ
の
会
（
介
護
予
防
事
業
）

を
冬
場
は
月
２
回
に
増
や
し
て
も
ら
え
な

い
か
？ 

Ａ
　
も
え
っ
こ
の
会
は
毎
月
１
回
を
基
本

に
し
て
い
る
が
、
検
討
す
る
。 

Ｑ
　
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
大
会
案
内
が
来

る
の
が
遅
い
も
の
が
あ
り
、
人
を
集
め
る

の
に
困
っ
て
い
る
。
も
っ
と
早
く
通
知
し

て
欲
し
い
。 

Ａ
　
通
知
を
早
く
す
る
よ
う
に
大
会
主
催

者
と
協
議
す
る
。 

Ｑ
　
今
年
の
秋
ま
つ
り
で
流
し
踊
り
の
時

間
帯
の
気
温
が
と
て
も
高
く
大
変
だ
っ
た
。

涼
し
い
時
間
帯
に
移
動
し
て
欲
し
い
。 

Ａ
　
前
後
の
イ
ベ
ン
ト
と
調
整
で
き
れ
ば

調
整
し
た
い
。 

Ｑ
　
八
甲
田
連
峰
の
案
内
板
を
中
央
公
園

や
駅
に
設
置
し
、
Ｐ
Ｒ
し
た
ほ
う
が
良
い

の
で
は
な
い
か
？ 

Ａ
　
今
年
石
倉
山
に
展
望
駐
車
場
を
整
備

し
た
。
ま
た
、
駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
や
観
光

交
流
セ
ン
タ
ー
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
に
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。 

 

李
沢
地
区
集
会
所 

 

　 

Ｑ
　
町
の
防
災
計
画
に
原
子
力
に
関
す
る

も
の
は
あ
る
か
？ 

Ａ
　
多
少
組
み
込
ま
れ
て
は
い
る
が
、
原

子
力
施
設
に
係
わ
る
も
の
は
無
い
。
今
後

町
独
自
に
作
成
す
る
。 

Ｑ
　
企
業
誘
致
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
？ 

Ａ
　
現
在
４
つ
の
会
社
が
来
て
い
る
。
青

森
出
身
の
社
長
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。 

Ｑ
　
甲
田
地
区
の
田
ん
ぼ
の
中
に
あ
る
砂

利
道
の
舗
装
を
お
願
い
し
た
い
。 

Ａ
　
要
望
が
あ
っ
た
の
で
、検
討
し
て
い
る
。 

Ｑ
　
新
設
さ
れ
た
道
路
の
除
雪
を
お
願
い

し
た
い
。 

Ａ
　
勾
配
が
急
で
、
冬
は
危
険
な
の
で
冬

期
間
は
閉
鎖
で
お
願
い
し
た
い
。 

Ｑ
　
農
免
道
路
の
支
障
木
に
つ
い
て
、
枝

払
い
を
昨
年
依
頼
し
た
が
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
？ 

Ａ
　
現
地
確
認
し
、
対
応
す
る
。 

Ｑ
　
大
雨
の
際
、
集
会
所
付
近
の
砂
利
道

の
砂
利
が
集
会
所
に
流
れ
て
困
っ
て
い
る
。

舗
装
で
き
な
い
か
？ 

Ａ
　
国
調
等
を
調
査
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

Ｑ
　
赤
川
の
堤
防
が
低
く
降
雨
時
に
川
の

水
が
田
ん
ぼ
に
流
れ
込
む
。
か
さ
上
げ
で

き
な
い
か
？ 

Ａ
　
昨
年
か
ら
県
に
要
望
し
て
い
る
。
今

後
も
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。 

Ｑ
　
集
会
所
付
近
の
段
差
が
危
険
な
の
で

フ
ェ
ン
ス
を
付
け
て
欲
し
い
。 

Ａ
　
現
地
確
認
し
、
対
応
す
る
。 

Ｑ
．
特
産
品
を
大
相
撲
の
副
賞
に
し
て
み

て
は
ど
う
か
？
（
長
芋
、
に
ん
に
く
１
年

分
等
） 

Ａ
　
良
い
宣
伝
に
な
る
と
思
う
。
検
討
し

て
み
る
。 

Ｑ
　
秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
処
分
費
を
無

料
に
し
て
も
ら
え
な
い
か
？ 

Ａ
　
前
も
っ
て
申
請
し
て
も
ら
え
れ
ば
対

応
す
る
。 

Ｑ
　
榎
林
中
学
校
の
え
の
き
の
家
を
他
町

村
の
方
へ
無
料
で
貸
出
を
し
て
い
る
と
い

う
話
を
聞
い
た
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？ 

Ａ
　
そ
の
よ
う
な
報
告
は
受
け
て
い
な
か

っ
た
が
、
調
査
し
た
と
こ
ろ
貸
出
を
し
て

い
た
。
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
無
い
よ

う
に
し
た
い
。 

Ｑ
　
家
族
旅
行
村
の
活
用
に
つ
い
て
、
今

後
ど
う
し
て
い
く
つ
も
り
な
の
か
？ 

Ａ
　
自
然
を
活
か
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
を
行
っ
て
お
り
、
集
客
で
き
る
よ
う
に

検
討
し
て
い
る
。 

  

　
平
成
23
年
度
七
戸
町
町
政
座
談
会

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
各
会
場
の
参
加
者
数
は
次
の
と
お

り
で
す
。 

 

・
上
川
目
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
名 

・
作
田
川
目
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
名 

・
中
央
公
民
館
　
　
　
　
　
　
８
名 

・
榎
林
地
区
農
産
物
加
工
等
施
設 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
名 

・
白
石
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
名 

・
柏
葉
館
　
　
　
　
　
　
　
　
18
名 

・
中
野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
名 

・
李
沢
地
区
集
会
所
　
　
　
　
８
名 

 

計
60
名 

 

　
役
場
へ
の
要
望
・
問
い
合
わ
せ
等

は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
担

当
課
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
総
務

課
（
☎
６
８
―
２
１
１
１
）
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

 

 

町政座談会 町政座談会 

（7） 平成24年（2012）2月号 



（8） 平成24年（2012）2月号 

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り 

   

健
康
福
祉
課
☎
６
８
―
４
６
３
１ 

 

◎
平
成
23
年
度
女
性
特
有
の
が
ん

　
（
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
）
検
診
無
料 

ク
ー
ポ
ン
券
の
利
用
に
つ
い
て  

　
国
の
施
策
に
よ
る
が
ん
検
診
推
進

事
業
に
お
い
て
、
乳
が
ん
検
診
及
び

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
、
年
齢
対
象
者
へ
郵
送
し
て
い

ま
す
。 

　
年
齢
対
象
者
は
、
平
成
22
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
23
年
４
月
１
日
ま
で

の
間
に
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い

て
は
20
歳
、
25
歳
、
30
歳
、
35
歳
、

40
歳
、
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、
60
歳

に
な
ら
れ
た
方
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。 

　
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
郵
送
さ
れ
た

方
で
、
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

お
早
め
に
受
診
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。 

　
受
診
方
法
な
ど
、
ご
不
明
な
点
は
、

健
康
福
祉
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。 

◎
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
有
効
期
限 

　
乳
が
ん
検
診 

　
　
平
成
24
年
３
月
９
日（
金
） 

　
子
宮
頸
が
ん
検
診 

　
　
平
成
24
年
３
月
10
日（
土
） 

 

 

◎
ダ
イ
エ
ッ
ト 

サ
ポ
ー
ト
教
室 

 

　
生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
に
、
ダ

イ
エ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
お
な
か
周
り
が
気
に
な
る
方
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
取
り
組
ん
で
も
長
続

き
し
な
い
方
、
将
来
の
た
め
に
無
理

な
く
生
活
改
善
し
た
い
方
な
ど
に
お

勧
め
で
す
。 

　
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

【
運
動
教
室
】 

日
　
時
　
２
月
14
日
（
火
） 

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時 

場
　
所
　
七
戸
南
公
民
館 

持
ち
物
　
上
履
き
、タ
オ
ル
、飲
み
物 

                 

 

◎
冬
の
感
染
症
を 

予
防
し
よ
う
！ 

  

冬
は
寒
く
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る

た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ
め
、

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
に
よ
る
感
染
性
胃

腸
炎
な
ど
の
感
染
症
が
流
行
す
る
シ

ー
ズ
ン
で
す
。 

 

感
染
症
の
予
防
に
は
、
う
が
い
と

手
洗
い
を
習
慣
に
す
る
の
が
一
番
で 

す
。
外
か
ら
帰

っ
た
と
き
、
調

理
前
、
食
事
前

は
、
必
ず
手
を

洗
い
、
冬
の
感

染
症
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。 

 

◎
ぼ
く
・
わ
た
し 

む
し
歯
な
い
よ 

 
　
12
月
12
日
の
３
歳
児
健
康
診
査
に

お
い
て
、
む
し
歯
の
な
か
っ
た
お
子

さ
ん
13
人
を
紹
介
し
ま
す
。
虫
歯
を

つ
く
ら
な
い
た
め
、
歯
み
が
き
を
頑

張
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。 

＊(

　)
内
は
、
町
内
名  

       

                                   

                                   

◎ ２ 月 の 献 血 の お 知 ら せ  
 

　献血は、健康であれば最も身近に
できるボランティアです。より多く
の方のご協力をお願いします。 

実　施　日　2月21日（火）  

 

おおた　　　　あおい 

太田　　葵ちゃん 
（向　町）  

いっぱい、 
歯みがきしちゃうぞー！ 

うえの　　　あおい 

上野　碧唯くん 
（道ノ上）  

これからも 
歯みがき頑張ります！ 

たなか　　　　  はる 

田中　　遥くん 
（長下団地）  

これからも歯みがき、 
頑張ろうね！ 

さわお　　　  もえ 

沢尾　萌衣ちゃん 
（榎林１）  

これからも 
歯みがき頑張ります！ 

なかむら　　　にこ 

中村　虹湖ちゃん 
（榎林１）  

お兄ちゃんと一緒に 
頑張って磨いています！ 

てんま　　るきあ 

天間琉希亜くん 
（花　松）  

歯みがき、 
頑張りました！ 

サラ 

ナー　紗良ちゃん 
（城　内）  

ママと一緒に 
歯みがき頑張りました！ 

かわむら　　ゆうせい 

川村　悠成くん 
（城　内）  

いつもお兄ちゃんと 
頑張ってます！ 

むかいなかの　みお 

向中野心桜ちゃん 
（向中野）  

毎日、歯みがき 
頑張りました！ 

くどう　　　わかな 

工藤　羽叶ちゃん 
（舟場向）  

歯みがき、イヤがる時もあるけど、
これからも歯みがき頑張ります！ 

かねみ　　　さきや 

金見　咲弥ちゃん 
（城　内）  

毎日、歯みがき 
頑張りました！ 

いちかわ　　　　けん 

市川　　拳くん 
（上　町）  

これからも 
歯みがき頑張ります！ 

つぼ　　　　ななみ 

坪　菜々美ちゃん 
（旭）  

これからもいっぱい歯みがきを
して、虫歯ゼロ０を目指します 

9:30～11:00 

12:30～13:30 

14:30～16:00

役 場 七 戸 庁 舎  

上北地方福祉事務所 

公 立 七 戸 病 院  



（9） 平成24年（2012）2月号 

 

 

上十三保健所健康相談等日程 
 

＊利用される方は受付時間を厳守してください。 

　また、なるべく事前に予約をしてご利用ください。 
 

〈場　所〉　上十三保健所　　〈問合せ〉　☎23－4261 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※一部変更となる場合もありますので、ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

月　日 

2．  7（火） 

2．  9（木） 

2．  7（火） 

2．21（火） 

2．  7（火） 

2．21（火） 

2．  7（火） 

2．21（火） 

2．21（火） 

 

2．22（水） 

 

2．28（火） 

 

2．15（水） 

 

 

 

 

 

 

 

種 　 別  

結核健康診断 

及び精密検診 

ＱＦＴ検査 

ＨＩＶ(エイズ) 

に関する相談 

Ｂ型及びＣ型 

肝炎検査 

女性健康相談 

 

療育相談 

骨髄バンク 

登録相談 

精神保健福祉相談 

 

 

 

 

 

 

 

受 付 時 間  

9：00～11：00 

 

9：00～11：00 

 

13：00～14：00 

（告　知） 

11：00～12：00 

10：00～10：30 

継続   9：30～10：30 

新規 10：30～11：00 

9：00～10：00 

 

13：00～14：00 

 

 

対 象 等  

結核患者家族及び接

触者、結核登録患者 

家族・接触者で必要

な方 

一般県民 

 

一般県民 
 

思春期から更年期に

至る女性 
 

発達が気になる児童 

骨髄バンク登録希望

者 

精神・神経・飲酒等の

相談 

 

 

 

 

 

冬の体重増加注意しましょう 
 

やめられない間食に注意！ 
　冬になると私たちの体は、体温を上げるた
め脂肪を蓄えて体を守ろうとします。また、
冬は体を動かす機会も減り、夏に比べると消
費エネルギーも減ってしまいます。「夏より 
は動かないのに、おやつの量は変わらない」 
という方はいませんか。いつで
もお菓子を食べられるような環
境（手を伸ばすと、お菓子があ
る）は要注意です。 
　今回はお菓子とお酒のカロリーを紹介します。
おやつは1日約150～180キロカロリーが目安
です。ダイエットを考えている方は、おやつ
の量を見直してみるとよいかもしれません。
自分の1日のおやつの量と比較してみましょう。 
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《
俳
　
句
》 

緩
や
か
に
九
十
路
行
く
べ
し
年
新
た 

妻
神
不
泣 

餅
花
に
触
れ
あ
ふ
男
の
子
ジ
ャ
ン
プ
し
て 

山
田
慶
子 

寒
稽
古
白
紙
に
し
み
る
墨
の
色 

瀬
川
翠
蛙 

神
棚
を
飾
る
餅
花
良
き
日
な
り 　

森
野
弘
美 

黒
光
り
の
老
舗
の
梁
や
餅
の
花 

工
藤
敦
子 

繭
玉
の
垂
れ
る
枝
見
し
少
女
の
日 

哘
崎
ア
イ
子 

餅
花
に
跳
ね
て
触
り
し
幼
き
日 

天
間
ス
ヱ 

 

《
川
　
柳
》「
始
ま
る
」 

遺
伝
子
の
治
療
始
ま
り
成
功
す 

花
子 

稲
刈
り
が
始
ま
る
農
の
小
昼
時 

幸 

一
目
見
て
恋
の
始
ま
る
予
感
す
る 

香 
十
八
で
家
を
後
に
し
始
発
ベ
ル 

布
実 

文
芸
欄 

文
芸
欄 

新 着 図 書 情 報 ■２月の休館日…11日（土）、23日（木）～29日（水） ■問 合 せ 先…中　央　図　書　館  ☎62－2119 
　　　　　　　　中央公民館図書室  ☎68－2920 
 

【中央図書館】 【中央公民館図書室】 

お知らせ     七戸中央公民館では、2月18日（土）午前10時から「冬のおはなし会」を開催します。ご家族、 
　　　　　  お友達同士で是非ご参加ください。  

《
短
　
歌
》 

 

　
七
戸
群
青
短
歌
会 

 

ソ
マ
リ
ヤ
の
任
務
果
た
し
て
戻
り
た
る 

　
　
　
君
よ
り
汗
の
み
や
げ
頂
く 沢

橋
美
沙 

 

狭
庭
辺
の
色
と
り
ど
り
の
小
菊
ら
に 

　
　
　
小
さ
き
蜜
蜂
群
れ
て
飛
び
お
り 

中
村
ゆ
き 

 

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
ツ
リ
ー
前
に
し
て 

　
　
　
希
望
の
光
全
て
の
人
に 

小
原
璋
子 

 

冷
え
る
夜
に
湯
豆
腐
突
っ
つ
き
熱
燗
で 

　
　
　
一
杯
や
ろ
う
と
夫
と
ち
ょ
こ
選
ぶ 

市
ノ
渡
つ
ま
子 

 

　
天
間
林
短
歌
会 

 

い
つ
の
日
か
わ
が
子
や
孫
に
も
伝
へ
む
と 

　
　
　
方
言
詩
集
を
声
出
し
て
読
む 

哘
崎
ア
イ
子 

 

君
か
ら
の
便
り
う
れ
し
く
も
案
ぜ
ら
れ 

　
　
　
き
さ
ら
ぎ
の
頃
訪
ね
て
ゆ
か
む 

高
田
洋
子 

 

高
楼
よ
り
の
ぞ
く
稲
田
に
織
り
な
す
は 

　
　
　
浮
世
絵
さ
な
が
ら
か
ぐ
や
姫
の
絵 

佐
藤
悠
一 

 

来
る
年
は
穏
や
か
で
あ
れ
と
願
ひ
つ
つ 

　
　
　
鶴
舞
ふ
飾
り
迷
は
ず
選
ぶ 

原
信
子 

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

書 名  

天魔ゆく空 

無冠の父 

月夜彦 

世界を変えた10冊の本 

水が世界を支配する 

中高生の勉強あるある、解決します。 
－現役大学生が書いた勉強の悩みから 

脱出できる本－ 

裂き編みの生活小物 

赤ちゃんが大好きな絵本 
－妊娠中から０，１，２歳まで－ 

13歳からの論理トレーニング 
－正しく考える基礎が身につく145問－ 

あさになったのでまどをあけますよ 

等　一般書　46冊　児童書　18冊 
（12/11～1/10　登録（購入分）） 

書 名  

おおきなかぶ、むずかしいアボカド 

「うま味」を発見した男 

げれきの中で本当にあったこと 
－わが子と語る東日本大震災－ 

人生を豊かにする 
40歳からの秘密の時間割 

愛しのローカルごはん旅もう一杯！ 

みんなで楽しむ堤防フィッシング 
－釣る！食べる！遊ぶ！－ 

おなかの赤ちゃんとお話しようよ 

まじょねこピピ 
ゆめのまじょねこ学校（児） 

へいわってどんなこと？ 
（日・中・韓　平和絵本） 

ばけばけばけばけばけたくん（絵本） 

　一般書　7冊　児童書　3冊 
（12/5～1/10　登録（購入分）） 

著 者 名  

真 保 裕 一  

阿 久 　 悠  

堀 川 アサコ 

池 上 　 彰  

スティーブン・ 
ソロモン（著） 

矢野真千子（訳） 

池 末 翔 太  
野 中 祥 平  

 

赤 木 かん子 
加 藤 美穂子 

小野田 博 一 

荒 井 良 二  

 

著 者 名  

村 上 春 樹  

上 山 明 博  

産 経 新 聞 社  

藤 井 孝 一  

たかぎなおこ 

つり情報編集部 

葉　祥明（絵・文） 
リッキー・ 
ニノミヤ（英訳） 

中 島 和 子（作） 
秋 里 信 子（絵） 

浜 田 桂 子  

岩 田 明 子  
（ぶん・え） 

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10
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た
い
が 

さ
く
ら 

だ
い
す
け 

    

　
向
町
老
人
ク
ラ
ブ
（
山
本

順
治
会
長
）
は
１
月
17
日
、

城
南
小
学
校
（
添
ノ
澤
直
人

校
長
）
を
訪
問
し
、
会
員
が

手
縫
い
し
た
雑
巾
250
枚
を
寄

贈
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
山
本
会
長
と

副
会
長
の
小
舘
タ
マ
さ
ん
が

同
校
を
訪
問
。
保
健
委
員
会

委
員
長
の
長
澤
大
我
君
、
副

委
員
長
の
荒
屋
桜
さ
ん
、
書

記
の
　
山
大
輔
君
に
雑
巾
を

手
渡
し
ま
し
た
。 

　
山
本
会
長
が
「
一
針
一
針

心
を
込
め
て
作
り
ま
し
た
。 

     

　
て
ん
ま
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

（
鳥
谷
部
長
作
会
長
）
は
１

月
15
日
、
七
戸
中
央
公
民
館

で
「
新
春
第
３
回
チ
ャ
リ 

テ
ィ
ー
歌
と
踊
り
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
、
多
彩
な
演
目
で

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

　
会
員
の
熱
唱
に
合
わ
せ
て
、

町
内
の
舞
踊
愛
好
会
の
会
員

が
踊
り
を
披
露
し
た
ほ
か
、 

六
ヶ
所
村
出
身
の
演
歌
歌
手 

    

学
校
が
き
れ
い
に
な
る
よ
う
、

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話

す
と
、
長
澤
君
が
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

　
向
町
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、 

雑
巾
づ
く
り
に
必
要
な

使
い
古
し
の
バ
ス
タ
オ

ル
や
シ
ー
ツ
な
ど
を
集

め
て
い
ま
す
。
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
は
山
本

順
治
（
☎
６
２-

９
６
７

９
）ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。 

      

大
間
辰
さ
ん
や
、
ア
ニ
マ
シ

オ
ン
七
戸
な
ど
が
友
情
出
演
。

歌
と
踊
り
の
競
演
に
、
観
客

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
チ
ケ
ッ
ト
の
売
上

金
か
ら
３
万
円
を
町
社
会
福

祉
協
議
会（
立
崎
義
行
会
長
）

に
寄
附
し
ま
し
た
。 

 

向
町
老
人
ク
ラ
ブ
が 

城
南
小
学
校
に
手
作
り
雑
巾
250
枚
寄
贈 

  

て
ん
ま
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
が 

チ
ケ
ッ
ト
の
売
上
金
を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
附 

 



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 
お
知
ら
せ 

          

町
で
は
、
大
学
や
短
大
等
へ
の
進
学
を

支
援
し
、
人
材
育
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
奨
学
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

事
業
内
容 

１
　
奨
学
資
金
借
入
れ
利
子
補
給  

　
金
融
機
関
等
か
ら
の
教
育
資
金
の
借

入
れ
に
対
す
る
利
子
の
一
部
を
補
て
ん

す
る
も
の
で
す
。
卒
業
ま
で
の
借
入
金

総
額
50
万
円
以
上
200
万
円
ま
で
を
限
度

と
し
て
、
年
３
％
に
相
当
す
る
利
息
分

を
給
付
し
ま
す
。 

２
　
奨
学
資
金
の
貸
し
付
け 

　
金
融
機
関
等
か
ら
の
借
入
れ
が
困
難

な
方
に
、
奨
学
資
金
を
貸
し
付
け
し
ま
す
。 

必
要
な
書
類 

�

①
申
請
書（
学
務
課
に
あ
り
ま
す
）
②

合
格
通
知
書
ま
た
は
在
学
証
明
書
　
③

所
得
証
明
書（
世
帯
全
員
分
）
④
住
民

票（
世
帯
全
員
分
）
⑤
成
績
証
明
書（
最

終
卒
業
学
校
発
行
の
も
の
）
⑥
金
融
機

関
が
発
行
す
る
借
入
証
明
書 

※
⑥
は
「
１
　
奨
学
資
金
借
入
れ
利
子

　
補
給
事
業
」
を
申
請
す
る
方
の
み
必

　
要
で
す
。 

申
込
〆
切
　
平
成
24
年
３
月
９
日（
金
） 

※
詳
し
く
は
、
学
務
課
へ
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。 

       

　
２
月
23
日（
木
）か
ら
２
月
29
日（
水
）

ま
で
の
７
日
間
、
蔵
書
点
検
作
業
の
た

め
中
央
図
書
館
・
中
央
公
民
館
図
書
室

と
も
に
休
館
い
た
し
ま
す
。
こ
の
期
間

は
、
閲
覧
・
貸
出
等
、
図
書
館
・
図
書

室
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。 

　
蔵
書
点
検
は
、
所
蔵
デ
ー
タ
と
図
書

資
料
の
所
在
が
一
致
す
る
よ
う
点
検
し
、

正
確
な
資
料
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
年
１
回
行
う
大
事
な
作
業
で

す
。 

　
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

      

　
七
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、
優

良
運
転
者
会
員
を
定
時
総
会
（
平
成
24

年
５
月
予
定
）
の
席
上
で
表
彰
い
た
し

ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
会
員
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

表
彰
対
象
者 

　
平
成
23
年
12
月
31
日
現
在
で
10
年
、

15
年
、
20
年
、
25
年
、
30
年
以
上
無
事

故
・
無
違
反
の
優
良
会
員
（
他
管
内
か

ら
転
入
さ
れ
た
会
員
で
も
、
同
一
の
表

彰
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
該
当
に
な
り

ま
す
） 

申
請
場
所 

　
交
通
安
全
協
会
窓
口
（
七
戸
警
察
署
内
） 

持
参
す
る
も
の 

　
①
印
鑑
②
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ

ー
発
行
の
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書 

（
630
円
持
参
く
だ
さ
れ
ば
、
協
会
で
と

り
ま
と
め
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。） 

申
請
期
限
　
３
月
30
日（
木
） 

　
詳
し
く
は
、
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

     

　
２
月
１
日
か
ら
２
月
29
日
ま
で
、
平

成
24
年
度
赤
十
字
社
員
増
強
・
社
資
増

収
運
動
強
調
月
間
が
始
ま
り
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
社
費
は
、
災
害
救
助
活
動
、
血

液
事
業
、
社
会
福
祉
事
業
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
町
で
は
、
赤
十
字
奉
仕
団
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
災
害
発
生
時
の
救
援
物

資
配
布
、
赤
十
字
Ｐ
Ｒ
活
動
（
し
ち
の

へ
夏
ま
つ
り
、
児
童
館
子
ど
も
ま
つ
り
）

な
ど
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
も
社
費
の
納
入
に
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

       

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
の
団
体
活
動
に
最
適
な
保
険

で
す
。
５
名
以
上
の
団
体
で
ご
加
入
く

だ
さ
い
。 

対
象
と
な
る
事
故 

　
団
体
活
動
中
の
事
故
、
往
復
中
の
事

故
（
自
動
車
事
故
に
よ
る
賠
償
責
任
は

適
用
外
） 

補
償
内
容 

　
傷
害
保
険
（
通
院
、
入
院
、
後
遺
障

害
、
死
亡
）
、
賠
償
責
任
保
険
、
突
然

死
葬
祭
費
用
保
険
。 

保
険
期
間 

　
平
成
24
年
４
月
１
日
午
前
０
時
か
ら 

平
成
25
年
３
月
31
日
午
後
12
時
ま
で 

加
入
受
付
期
間 

　
平
成
24
年
３
月
１
日
〜 

平
成
25
年
３
月
30
日 

※
年
度
途
中
に
申
込
を
行
っ
た
場
合
は
、

　
加
入
手
続
き
を
行
っ
た
翌
日
午
前
０

　
時
か
ら
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

掛
　
金
　
１
人
年
額
800
円
〜
１
万
千
円

（
年
齢
、
活
動
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。） 

※
加
入
依
頼
書
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に

　
置
い
て
あ
り
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
電
話
受
付
…
平
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
） 

      

（12） 平成24年（2012）2月号 

蔵
書
点
検
作
業
に
伴
う
中
央
図
書
館
・ 

中
央
公
民
館
図
書
室
の
休
館
に
つ
い
て 

中

央

図

書

館 ☎
６
２-

２
１
１
９ 

中
央
公
民
館
図
書
室 

☎
６
８-

２
９
２
０  

日
赤
七
戸
町
分
区
よ
り 

お

知

ら

せ

 

社
会
生
活
課 

☎
６
８-

２
１
１
４  

小
さ
な
掛
金
、大
き
な
補
償 

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に 

加

入

し

ま

せ

ん

か

？ 

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
青
森
県
支
部 

 

☎
０
１
７-

７
８
２-

６
９
８
４ 

奨
学
事
業
の
お
知
ら
せ 

七
戸
町
教
育
委
員
会
　
学
務
課 

 

☎
６
２-
９
７
０
１  

交
通
安
全
協
会
々
員
の 

皆

さ

ま

へ

 

七
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
　
　 

（
七
戸
警
察
署
内
） 

☎
６
２-

５
０
５
５  



募

集

募

集

 
募

集

 
       

　
町
で
は
、
原
子
力
政
策
の
理
解
を
よ

り
一
層
促
進
す
る
う
え
で
、
広
報
・
安

全
等
対
策
交
付
金
事
業
活
動
の
一
環
と

し
て
、
県
内
の
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
Ｐ

Ｒ
施
設
の
見
学
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。 

日
　
　
程
　
２
月
26
日（
日
） 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
予
定
） 

見

学

先
　
六
ヶ
所
村
原
燃
Ｐ
Ｒ
セ
ン

　
タ
ー（
七
戸
町
か
ら
貸
し
切
り
バ
ス

　
で
移
動
し
ま
す
） 

対

象

者
　
町
内
に
在
住
す
る
方
・
町

　
内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方 

募
集
人
員
　
40
名
程
度
（
申
込
順
） 

参

加

料
　
無
　
料 

　（
バ
ス
利
用
料
、
施
設
見
学
料
、
昼

食
代
は
町
で
負
担
し
ま
す
。） 

申
込
方
法
　
２
月
15
日（
水
）ま
で
に
企

　
画
財
政
課
へ
電
話
に
て
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。
　 

 

　 

    

　
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
の
使
用
法
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？ 

　
対
象
者
は
中
学
生
以
上
で
受
講
料
は

無
料
で
す
。 

　
上
北
消
防
署 

日
　
時
　
２
月
12
日（
日
） 

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午 

（
☎
０
１
７
６-

５
６-

２
１
１
９
） 

　
東
北
消
防
署 

日
　
時
　
２
月
19
日（
日
） 

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午 

（
☎
０
１
７
５-

６
３-

２
５
２
０
） 

　
中
央
消
防
署 

日
　
時
　
２
月
26
日（
日
） 

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午 

（
☎
０
１
７
６-

６
２-

３
１
４
１
） 

申
込
み
方
法
　
各
消
防
署
窓
口
ま
た
は

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
） 

      

種
目
・
応
募
資
格 

　
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
公
募
） 

　
平
成
24
年
７
月
１
日
現
在
18
歳
以
上

34
歳
未
満
の
方 

受
付
〆
切
　
４
月
４
日（
水
） 

　
予
備
自
衛
官
補
（
技
術
公
募
） 

　
平
成
24
年
７
月
１
日
現
在
18
歳
以
上

で
各
種
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す
る
方 

受
付
〆
切
　
４
月
４
日（
水
） 

　
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
飛
行
・
技
術
） 

　
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
22
歳
以
上

26
歳（
修
士
28
歳
）未
満
の
方 

受
付
〆
切
　
４
月
27
日（
金
） 

　
試
験
期
日
・
場
所
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

      

　
航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
で
は
、「
航

空
自
衛
隊
北
部
航
空
音
楽
隊
第
33
回
定

期
演
奏
会
」
を
実
施
し
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

日
　
　
時
　
３
月
17
日（
土
） 

　
開
　
場
　
　
　
…
午
後
２
時
30
分 

　
開
　
演
　
　
　
…
午
後
３
時 

　
終
了
予
定
時
刻
…
午
後
５
時 

場
　
　
所 

　
三
沢
市
公
会
堂
（
大
ホ
ー
ル
） 

予
定
演
奏
曲
目 

　
第
１
部
　「
交
響
的
序
曲
」
ほ
か 

　
第
２
部
　
交
響
詩 

「
魔
法
使
い
の
弟
子
」
ほ
か 

※
演
奏
曲
目
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
す

　
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

注
意
事
項 

①
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共

　
の
交
通
機
関
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

②
乳
幼
児
の
ご
入
場
は
、
ご
遠
慮
く
だ

　
さ
い
。 

③
往
復
は
が
き
１
通
に
つ
き
、
２
名
様

　
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

④
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
さ

　
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
返
信

　
は
が
き
の
郵
送
を
も
っ
て
当
選
に
か

　
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
３
月
初

　
旬
の
発
送
を
予
定
） 

応
募
方
法 

　
〒
０
３
３-

８
６
０
４ 

　
三
沢
市
後
久
保
125-

７ 

第
３
航
空
団
監
理
部
渉
外
室 

　
往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
裏
面
と
返
信
表

面
に
、
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
希
望
人
数
（
１
名
又
は
２
名
）

を
明
記
し
、
返
信
用
裏
面
は
未
記
入
。 

応
募
締
切  

２
月
17
日（
金
）必
着 

      

　
放
送
大
学
で
は
平
成
24
年
度
第
１
学

期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。 

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。 

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

学
べ
ま
す
。 

　
出
願
期
間
は
２
月
29
日（
必
着
）ま
で
。 

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。 

お
気
軽
に
放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
７
２-

３
８-

０
５
０
０
）
ま

た
は
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
（
☎

０
１
７
８-

７
０-

１
６
６
３
）
ま
で

ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

 

      

（13） 平成24年（2012）2月号 

救
命
講
習
会
参
加
者
募
集 

中
部
上
北
広
域
事
業
組
合
消
防
本
部 

 

☎
６
２-

３
１
４
１  

平
成
24
年
度
自
衛
官
募
集 

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部 

 

三
沢
募
集
案
内
所 

☎
５
３-

１
３
４
６ 

航
空
自
衛
隊
北
部
航
空
音
楽
隊 

第

33

回

定

期

演

奏

会

 

第
３
航
空
団
監
理
部
渉
外
室 

 

☎
５
３-

４
１
２
１（
内
線
３
３
１
３
）  

放

送

大

学

 

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ 

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー 

 

☎
０
１
７
２-

３
８-

０
５
０
０  

六
ヶ
所
原
燃
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー 

見

学

会

参

加

者

募

集 

企
画
財
政
課  

☎
６
８-
２
９
４
０  

 



催
し
な
ど

催
し
な
ど 
催
し
な
ど 

        

日
　
時
　
２
月
４
日（
土
）〜
５
日（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

場
　
所
　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ホ
ー
ム 

公
立
も
く
も
っ
く 

（
十
和
田
市
大
字
三
本
木
字
西
金
崎
） 

催
事
内
容 

・
近
隣
福
祉
施
設
生
産
物
展
示
販
売 

（
７
団
体
を
予
定
） 

・
も
く
も
っ
く
ク
ッ
キ
ー
10
％
引
き 

・
先
着
30
名
様
に
鉢
花
進
呈
（
両
日
） 

・
お
楽
し
み
抽
選
会 

（
両
日
と
も
午
後
１
時
30
分
か
ら
） 

ほ
か 

      

　
農
業
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
農

業
委
員
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

農
業
者
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。 

日
　
時
　
２
月
17
日（
金
）午
後
４
時
〜 

場
　
所
　
七
戸
町
中
央
公
民
館 

２
階
第
１
・
２
研
修
室 

 

    

　
七
戸
町
の
歴
史
と
人
の
中
に
眠
っ
て

い
る
、
知
的
に
し
て
楽
し
い

”と
っ
て

お
き
の
話
“
を
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

町
の
新
た
な
魅
力
が
発
見
で
き
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

日
　
時
　
２
月
26
日（
日
） 

午
後
１
時
30
分
〜 

場
　
所
　
七
戸
南
公
民
館
　
集
会
室 

内
　
容 

　
①
演
題
「『
北
口
』
は
あ
る
の
に 

『
南
口
』
は
な
い
の
？
」 

　
　
し
ち
の
へ
歴
史
勉
強
会 

日
野
喜
八
郎 

氏 

　
②
演
題
「
七
戸
町
内
の
珍
し
い
樹
木
〜

　
　
　
　
　
小
・
中
学
校
の
シ
ン
ボ
ル 

ツ
リ
ー
を
中
心
に
」 

　
　
　
　
　
　
　
小
原
　
保
之 

氏 

　
③
演
題
「
幻
の
映
画
の
話
」 

　
　
　
　
作
家
　
安
田
　
保
民 

氏 

※
各
演
題
と
も
30
分
程
度
を
予
定
。 

主
　
催
　
”と
っ
て
お
き
の
話
“
懇
話
会 

  

　
　 

   

電
気
を
消
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環

境
の
こ
と
を
考
え
る
。
薄
暗
が
り
の
中

で
揺
ら
め
く
キ
ャ
ン
ド
ル
は
な
る
べ
く 

 

自
然
に
近
い
も
の
。
普
段
何
気
な
く
使

っ
て
い
る
電
気
を
消
し
て
、
温
か
な
光

の
中
で
あ
な
た
の
生
活
を
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
？  

　「
ち
い
さ
な
こ
と
で
は
何
も
変
わ
ら

な
い
」
で
は
な
く
「
何
か
を
変
え
る
の

は
い
つ
も
ち
い
さ
な
こ
と
か
ら
」。
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。  

日
　
時
　
２
月
４
日（
土
）午
前
10
時
〜 

（
旧
正
ま
け
る
日
初
日
） 

場
　
所
　
七
戸
中
央
商
店
街 

イ
ベ
ン
ト
広
場
特
設
ブ
ー
ス  

内
　
容
　
て
ん
ぷ
ら
油
の
廃
油
を
利
用

　
し
た
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
成
、
絵
馬

　
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
灯
ろ
う
作
成
。 

※
作
成
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
と
灯
ろ
う
は

　
４
日（
土
）午
後
５
時
か
ら
中
央
商
店

　
街
で
点
灯
し
ま
す
。 

                 

     

〜
考
え
よ
う
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
〜 

日
　
時
　
２
月
10
日（
金) 

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時 

場
　
所
　
八
戸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
　 

２
階
　
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル 

参
加
費
　
無
　
料  

内
　
容
　
北
野
大
氏
講
演
、
プ
ラ
ズ
マ

　
等
の
実
演
・
実
験
、
放
射
線
利
用
技

　
術
商
品
の
展
示
な
ど
　
　  

申
込
み
　
県
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
（
イ
ー
タ
ー
）

　
支
援
室
ま
で
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０

　
１
７-

７
３
４-

８
２
１
３
）
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。  

       

　 

   

く ら し の 相 談 窓 口  
 

お気軽にご相談ください。相談料は無料《秘密厳守》。  
行政・人権相談 

（人権問題や悩みごと、行政への要望など）  
七戸町　町民課☎68－2112、庶務課☎62－2111 

日　時　２月８日（水）午前９時～12時 
場　所　七戸町役場　本 庁 舎　１階 相談室 
　　　　　　　　　　七戸庁舎　３階 第１・２会議室 
相談員　行政相談委員、人権擁護委員  
東北町　東北町役場分庁舎福祉課☎0175－63－2111 
日時・場所　2月 6日（月）午前10時～12時 

東北町役場本庁舎 
日時・場所　2月20日（月）午前10時～12時 

東北町コミュニティセンター 
 

消費生活相談 
（多重債務など消費生活に関すること）  

企画財政課☎68－2940 
日　時　２月８日（水）、22日（水）午前10時～12時 
場　所　七戸町役場　本庁舎　２階 第４会議室 
相談員　町消費生活相談員 
※相談日以外でも電話での相談を受付しています。 

（14） 平成24年（2012）2月号 

「  

と
っ
て
お
き
の
話  

懇
話
会
」 

の

開

催

に

つ

い

て

 

七
戸
中
央
図
書
館 

☎
６
２-

２
１
１
９  

レ

ッ

ツ
・
ト

ー

ク

！ 

は

ち

の

へ

２

０

１

２ 

県
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
（
イ
ー
タ
ー
）
支
援
室 

☎
０
１
７-

７
３
４-

９
７
２
５  

エ

コ

キ

ャ

ン

ド

ル

を 

作

ろ

う

！

灯

そ

う

！ 

社
会
生
活
課 

☎
６
８-

２
１
１
４   

公

立

も

く

も

っ

く

 

「
ち
い
さ
な
春
ま
つ
り
」 

フ
レ
ン
ド
リ
ー
ホ
ー
ム
公
立
も
く
も
っ
く 

 

☎
２
０-
１
６
６
６  

農
業
者
と
農
業
委
員
の 

意
見
交
換
会
開
催
に
つ
い
て 

七
戸
町
農
業
委
員
会 

 

☎
６
８-

２
９
６
７  



 

　「
戸
籍
の
窓
口
」
へ
の
掲
載
は
、

届
け
出
時
に
掲
載
を
希
望
さ
れ

た
方
だ
け
を
載
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
市
町
村
に
届
け
出
し

「
広
報
し
ち
の
へ
」
へ
掲
載
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
民
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

☎ 

６
８
ー
２
１
１
２  

公立七戸病院 
☎62－2105 

 

                                   

         
 

                         

 

   

12
月
15
日
〜
１
月
15
日
 

 ◎
お
誕
生
 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

 　
子
ど
も
　
　
　
母
親
　
　
住
所
 

 

清
水
　
陽
仁
く
　
ん
　

和
歌
子
さ
ん
　

貝
ノ
口  

 

沼
沢
　
陸
人
く
　
ん
　

加
寿
美
さ
ん
　

貝
ノ
口 

 

川
口
　
小
陽
ち
ゃ
ん
　

真
由
実
さ
ん
　

七
　
戸 
 

町
屋
　
透
真
く
　
ん
　

千
　
春
さ
ん
　

森
ノ
上 

 附
田
　
柊
也
く
　
ん
　

真
由
美
さ
ん
　

榎
林
１  

 

◎
ご
結
婚
 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

 
　
石
　
田
　
勝
　
也
さ
ん

　
影

津

内 
　
橋
　
本
　
由
美
子
さ
ん

　
笊
田
川
久
保 

　
　
　
松
　
栄
　
蔵
さ
ん

　
　

旭

 

　
米
内
口
　
　
　
梢
さ
ん

　
東

北

町 
  

●
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
 

 

町
　
屋
　
勝
　
雄
さ
ん 

79
歳  

蛇
　
坂 

市
ノ
渡
　
君
　
江
さ
ん 

81
歳  

上
町
野 

藤
　
谷
　
信
太
郎
さ
ん 

88
歳  

七
　
戸 

 

米
内
山
　
ミ
　
チ
さ
ん 

96
歳  

天
神
林 

橋
　
本
　
エ
　
チ
さ
ん 

74
歳  

東
槻
木 

秋
　
山
　
正
　
信
さ
ん 

86
歳  

太
田
野 

阿
　
部
　
一
　
郎
さ
ん 

92
歳  

七
　
戸 

倉
　
岡
　
リ
　
ヨ
さ
ん 

88
歳  

野
　
続 

新
　
保
　
忠
　
男
さ
ん 

85
歳  

野
　
続 

小
　
田
　
定
　
　
さ
ん 

83
歳  

海
　
内 

竹
　
内
　
カ
　
ヨ
さ
ん 

95
歳  

荒
熊
内 

沼
　
尾
　
松
次
郎
さ
ん 

87
歳  

川
　
去 

成
　
田
　
フ
ヂ
ヱ
さ
ん 

78
歳  

治
部
袋 

金
　
見
　
嘉
　
一
さ
ん 

86
歳  

下
見
町 

　
　
子
　
シ
　
ゲ
さ
ん 

83
歳  

原
　
子 

上
　
野
　
あ
　
き
さ
ん 

79
歳  

尾
山
頭 

向
中
野
　
秋
　
男
さ
ん 

68
歳  

道
ノ
上 

久
保
田
　
ス
　
ヱ
さ
ん 

93
歳  

十
字
路 

　
　
野
　
信
　
治
さ
ん 

88
歳  

十
字
路 

天
　
間
　
　
　
　
さ
ん 

63
歳  

天
間
１ 

向
　
山
　
勝
治
郎
さ
ん 

85
歳  

榎
林
２ 

長
久
保
　
房
　
一
さ
ん 

85
歳  

貝
　
塚 

       

     

　
三
沢
空
港
振
興
会
で
は
、
三
沢
空

港
・
東
京
羽
田
空
港
便
の
利
用
促
進

の
た
め
、
同
路
線
を
往
復
利
用
す
る

グ
ル
ー
プ
の
お
客
さ
ま
に
対
し
て
助

成
金
を
交
付
し
ま
す
。 

対
象
者
　 

①
三
沢
空
港
・
羽
田
空
港
を
往
復
利

　
用
す
る
こ
と
。
（
三
沢
空
港
を
出

　
発
し
、
三
沢
空
港
に
帰
着
す
る
利

　
用
者
に
限
り
ま
す
） 

②
３
人
以
上
の
個
人
有
償
旅
客
グ
ル

　
ー
プ
で
同
一
日
に
同
一
の
航
空
便

　
を
利
用
す
る
こ
と
。
（
座
席
を
使

　
用
せ
ず
に
搭
乗
す
る
子
ど
も
な
ど
、

　
無
償
旅
客
の
方
は
除
く
。） 

③
三
沢
空
港
を
平
成
24
年
１
月
１
４

　
日
以
降
に
出
発
し
、
３
月
31
日
ま

　
で
に
帰
着
す
る
こ
と
。 

④
次
の
場
合
は
助
成
対
象
外
と
な
り

　
ま
す
。 

              

・
団
体
割
引
航
空
券
（
搭
乗
者
名
の

　
な
い
搭
乗
券
）
を
利
用
し
た
場
合 

・
公
務
員
の
公
費
に
よ
る
出
張 

・
期
間
中
に
一
度
助
成
金
を
受
け
取

　
っ
て
い
る
場
合 

助
成
金
額
（
人
数
・
交
付
金
額
） 

　
３
〜
５
人
　
１
万
円 

　
６
〜
８
人
　
２
万
円 

※
９
人
以
上
は
旅
行
者
が
３
人
増
え

　
る
ご
と
に
１
万
円
を
増
額 

必
要
書
類 

・
申
請
書
兼
請
求
書
（
企
画
財
政
課

　
☎
６
８-

２
９
４
０
に
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
） 

・
搭
乗
を
証
明
す
る
書
類
（
「
ご
搭

　
乗
券
」
ま
た
は
「
ご
搭
乗
案
内
」） 

　
詳
し
く
は
、
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

申
込
み
・
問
合
せ
先 

三
沢
空
港
振
興
会
事
務
局 

　
〒
０
３
３-

８
６
６
６ 

　
三
沢
市
桜
町
１
丁
目
１
番
38
号
　

三
沢
市
政
策
調
整
課 

　
☎
　
　
　
５
３-

５
１
１
１ 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
５
２-

５
６
５
６ 

  
は
る
と 

り
く
と 

こ
は
る 

と
う
ま 

し
ゅ
う
や 

 

（15） 平成24年（2012）2月号 

平成23年12月31日現在 

　男　　　8,492人　（－  9） 

　女　　　9,159人　（－ 20） 

　計　　 17,651人　（－ 29） 

世帯数　6,873世帯　（＋  3） 

（　 ）内は前月比 

 
★交通事故 

　件数  5件　（62件）　〈－1〉 

　傷者  7人　（79人）　〈－2〉 

　死者  0人　（  0人）　〈　0〉 

　（    ）内は１月からの累計 

　〈    〉内は平成22年同月末比 

★町内の火災 

　建　　　　物　 2件  （9件） 

　林野・その他　 0件  （5件） 

（     ）内は１月からの累計 

　 
＋ 
－ 

戸
籍
の
窓
口
 

町の統計町の統計   町の統計  

 

 

三
沢
空
港
を
利
用
し
た
旅
行

者
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す 

三
沢
空
港
振
興
会 

☎
５
３-

５
１
１
１   



　七戸町成人式は１月８日、中央公民館で行われ、平成３年４月２

日から平成４年４月１日までに生まれた新成人144人が出席し、両

親や中学校時代の恩師などから祝福を受けました。 

　式典では、町民憲章の唱和に続き、小又町長が「ふるさとを愛す

る気持ちを大切にし、それぞれの夢の実現のために、日々努力して

ください」と激励。また中学校時代の恩師から当時の思い出話が披

露されたほか、新成人となった教え子に向けて温かいエールが送ら

れました。 

　最後に、新成人を代表して竹内瑳希さんが「社会人としての自覚

と責任を持ち、私たちにできること、私たちにしかできないことを

考え実行していきたい」と誓いのことばを述べました。 

①久しぶりの再会に笑顔　②大平渓さんと榎林茉実さんのリードで町民憲章を唱和
③誓いのことばを述べた竹内瑳希さん　④恩師の思い出話に、爆笑
⑤再会を祝して胴上げ

 

 

 

2012年2月4日(土)～4月22日(日)  

 

「鷹山宇一と七戸ゆかりの画家たち展」 
 
 

社会人としての自覚と責任を大切に・・・ 

七  戸  町  成  人  式  
 

○ ミュージアム・コレクション○ 

●発行日　平成24年２月１日発行 

●発行者　七戸町　企画財政課 

　　　　　〒039－2792　青森県上北郡七戸町字森ノ上131－4　℡ 0176－68－2940

（この広報は再生紙を使用しています。） 

さ　き 

けい ま��み

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
　美術館収蔵作品から、鷹山宇一をはじめ当館収集作家とし
て顕彰する画家たちの作品を一堂にご紹介します。 
　十和田湖に魅せられ絵画をもってその紹介につとめた日本
画家・鳥谷幡山、独自の幻想リアリズムを追求した洋画家・
平野四郎、地方にありながら絵筆一本、水彩・油彩・墨を自
在に操り「馬」を描き続けた画家・上泉華陽各氏の作品を、
是非ご鑑賞ください。 
　また、織田廣喜をはじめ小坂圭二など、鷹山宇一や町ゆか
りの画家たちの絵画も併せて紹介。 
　七戸ゆかりの画家たちの作品を、彼らを育んだ町の風土と
ともに味わう鷹山美術館ならではの極上のひとときを、ご家
族皆さまでお楽しみください。 
　ご来館を心からお待ち申し上げております。 
 

■入館時間■　午前10時～午後５時30分（閉館は午後６時) 

■休 館 日■　毎週月曜日 
　　　　　　　館内整備、展示替え休館：2/1～2/3 

■入 館 料■　一般500(400)円、高校・大学生300(240)円、 
　　　　　　　小･中学生100(80)円 
　　　　　　　　※(　)内は20名様以上の団体、JAF会員、県民カレ
　　　　　　　　　ッジ受講者割引料金 

■問合せ先■　町立鷹山宇一記念美術館　☎62－5858 
 

 

 

 

 

▲展示中の「鷹山宇一のアトリエ」（再現） 
 
画家の仕事部屋を「アトリエ」と言います。「鷹山宇一
のアトリエ」には、「画家の素顔」が沢山秘められてい
ます。信念をもって自分の道を切り拓き、90年の生涯
を最後まで画家として生きた一人の人間=鷹山宇一の
「心」を、ここに垣間見ることができるでしょう。そし
てアトリエに遺された資料から、その人となり、人生に
触れ、鷹山宇一が描いた作品に広がる世界への理解を一
層深めることができます。「アトリエ」は、画家をより
身近な存在にする貴重なツールです。作品と共に是非ご
鑑賞ください。 
 
 

①

② ③ ④ ⑤


